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轡
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風
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班
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土

大
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疏

四

世
界
主
要
油
田
の
地
質
及
鎖
床

Å

古

生

暦

中

の

油

田

-

ア
兆
Eh
汐
や
油
田

(
況
盆
'
石
衣
紀
厨
)

位
置
'
産
額
及
婚
草

本
油
田
は
米
閉
西
部
に
構
る
ア
パ
レ
シ
ャ
山
脈
の
西
寵
に
沿
ふ
ァ
パ
レ
ン
ヤ
高
原

A
p
p
a

lachi'Ttr1
P
】ZItea
u
に
静
迂

>
,る
多
数
抽
F
i
の
纏
箱
に
し
て
､
其

S商
域
は
緋
膏
州
の
西
南
部
よ
-
ペ
ン
シ
ル
ペ
エ
ヤ

西
バ
デ

ニ
ヤ
.
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
'

テ
ネ
シ
ー
.
ア
ラ
バ
マ
の
各
州
に
豆
-
延
長
六

〇
〇
哩
.
幅
員
最
贋
部
に
於
で
五

〇
哩
に
及
ぶ
｡

本
油
田
は
世
界
に
於
け
る
故
初
に
登
逢
せ
る
大
油
田
に
し
て
石
油
工
業
初
期
の
産
轍
の
大
部
分
は
本
納
田
の
産
出

バ
レ
ル

に
か
～
～～
.

山
八
五
九
年
以
雄

1
九
二
四
年
迄
の
鹿
報
は

二
三
九

㌦
C
O
O
､
0
0
0
楯

に
達
し
牡
鼻
紙
産
棚
の

約
三
割
に
欝

-
.
今
日
は
衰
勢
に
在
る
も
間
は
年
搬
二
七
､
〇
四
九
t
C)0
0
昭
二

九
二
四
年
度
)を
産
出
し
て
居
る

o
油
肇
は

バ
ープ
ア
ヰ
ソ
系
に
し
て
比
粛
畔
-
.ti
I

メ
肘
O

-
四
五
腔
で
あ
る
｡



北兼古生層油田鼓に地形分布闘

石
紬
地
質
蝉
職
質

地 形

A PicLlnlOntPILrtte.lLl･

払 p̂pnlilCllhl1MoLlntこlins･

C AppEtl三IChillnPhl〔eilu.

D lrltCl,iol･Plaill.

TE., OzallkPLa亡CnLl･

F OMIChi七三IMts.

伝 CocIStaJl)lnill.

畳ま AdironClak.

油 ElI

1 AppELILICtli左1

2 LimilltldiLlnI1

3 ccntrEll()llio

4 Ca11ad,.i

5 111;110is

6嵐Mid-C(,I-tit-ent



地

球

堅

ハ
巷

第
五
蹄

孟
八

五
〇

パ
=

ペ
_
了

ツ

〝

ペ
ニー
ヤ
州
の
タ
イ
タ
ダ
ビ

ル
T
itusvi
tl)
V

enan
g
o

本
納
出

の
稔
達
は

I
八
五
九
埠
八
月

二
十
･

co≡
Jty
P
a

･

に
於
け
る
ド

レ
ー
ク

E
･
L
･
D
ral;e･
の

坑
井

が
温
度
六
十
九
駅
に
て

7
日
二
十
庵
を
産
揖
す
る
油

層

に
況
着
せ
る
に
端
緒
を
蟹
し
た
も
の
で
あ
る
｡
ド

レ

･-
ク
坑
井
S
成
功
は
舵
の
企
業
家

に
石
油
事
業
の
頗
る
有
利

な
る
{〝,知
ら
し
め
淫
に
石
油
工
業
今

日
の
盛
況
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
故
'
石
油
工
業
罪
に
て
は

ド
リ

ー
ク
桃
井
を
他
界
石
帥
工
業
の
第

一
非

T
he
first
.tVe
〓

ど
し

て
記
念
し
'
又
此
の
年
を
似
て
近
代
石
油
工
業
の

壁

冗
ご
し
て
居

る
O
ド

レ
ー
ク
井

の
成
功
せ
し

一
八
五
九
年
に
於
け
る
来
観
の
石
油
の
産
頻
は
僅

か
に
二
千
昭
に
過

ぎ

ざ
-
L
も
,
露
年
急
激
に
増
加
し
進
み
,
今
日
に
於
て
は
七
億
昭
を
越
え
る
迄
に
逢
し
て
居
る
.
ド

レ
ー
ク
坑
井

開
先
以
前
に
は
世
人
は
未

だ充
分
に
天
産
の
石
油
の
利
用
を
理
解
せ
ず
'
専
ら
頁
岩
糎
の
乾
溜
に
由
-
燈
火
用
の
油

を
得

て
居
た
も
の
で
あ
る
｡
乾
溜
工
業
の
開
親
だ
し
て
は
英
国

ス
コ
ツ
-
ア
ン
ド
に
ヤ
ン
グ

Jam
es
Y
o
ungあ
-

加
奈
陀
に
ゲ
ス
ナ
ー

A
brah
a
m

G
esn
er
あ

-
て
共
に

叫
八
五

〇
年
頃
'
頁
岩
の
乾
溜
に
成
功
し
た
.
従

って
雌

の
工
業
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
及
び
加
奈
陀
及
び
食
衆
陶
の
太
西
洋
沿
岸
方
南
に
静
施
し
.
ド

レ
ー
ク
坑
井
成
功
敵
前

ま
で
は
舶
常
隆
盛
で
あ
っ
た
｡
乾
溜
に
由
る
燈
油
の
瀧
行
は
蓬
に
企
業
家
を
し
て
ア
.'1
レ

シ
ャ
ン
高
原
中
に
天
然
に

湧
出
す
る
石
油
の
利
用
に
着
目
せ
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
O

か
-
し
て
タ
イ
ク
ス
ビ
ル
に
近
か
き
石
油
揮

O
iI

c
reek
に
在
る
有
名
な
る
石
油
預
山
地
は
第

1
着
に
紬
膏
の
企
業
家
に
由
-
就
襲
せ
ら
る
～
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

雌
の
峠
に
骨

-
該
試
製
地
の
銀
塊
長
と
し
て
掘
愚
の
任
に
骨
化

-
し
人
こ
そ
前
述
の
ド

レ
ー
キ
そ
の
人
で
あ

っ
た
の

で
あ
る
O
ド
レ
-
･ク
坑
井

の
成
功
に
引
き
縛
き
石
油
工
業
興
隆
の
満
め
に
乾
溜
工
業
は
軽
骨
難
に
情

JD
t
そ
の
後
間

も
な
-
米
国
に
於
で
は
該
工
業
は
全
滅
し
､
僅

か
に
ス
Tl
ツ
ー
ラ
ソ
ド
に
の
み
裁
存
し
て
今
日
に
及

べ
る
有
様
で
あ



る
0

か
-
し
て
乾
溜
工
業
に
て
ほ
石
肋
の
薯
櫛
を
}貝
山万

Shlle
に
縛
吾
-
L
-
､
ア
バ
レ

シ
ャ
油
閥
の
成
功
後
は
石

油
の
資
源
は
油
砂

S
arld
に
求
む
る
に
覚
っ
た
の
で
あ
る

.

本
油
田
は
他
罪
に
於
け
る
敢
初
の
大
油
田
な
る
を
似
て
石
湘
銀
業
蕎
股
の
握
願
は
雌
の
柚
に
於
で
打
ま
れ
､
批
界

の
石
湘
鋸
某
は
悉
-
鶴
,tq･J本
納
田
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
｡
石
油
鮮
床
率
の
如
き
も
賓
に
本
油
田
に
於
て
完
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
｡

地
質
及
緯
床

ア
.',
レ

シ
ャ
ン
高
原
地
を
構
成
す
る
地
層
は
塞
武
利
亜
p
志
留
別
丑
p
奥
陶
'
粥
盆
'
石
衣
.
二

盛
の
各
紀
に
威
す
る
紗
岩
､
頁
岩
及
び
石
衣
岩
等
ユ
･C,成
-
'
石
炭
紀
の
地
層
は
多
数
の
石
浜
膚
を
介
在
し
て
屠
る

而
し
て
重
要
な
る
産
油
暦
は
凡
て
裾
盆
'
石
衣
の
而
配
に
属
す
る
砂
岩
で
あ
る
｡
柿
に
石
衣
嚢
中
に
産
出
を
見
る
こ

YJ
も
あ
る
｡
就
中
.
石
衣
紀
の
も
の
最
も
多
量
に
石
油
を
産
出
し
.
殊
に
石
浜
紀
に
て
も
上
部
即
ち
来
園
に
て
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ヤ

P

enns
ylvania
ビ
挿
せ
ら
る
～
層
系
中
に
最
も
多
畳
を
産
出
し
て
居
る
｡
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ヤ
紀
の
地

層
は
来
観
に
於
け
る
主
要
爽
衆
層
系
に
し
て
同
時
に
童
箪
な
る
合
油
層
属
で
あ
る
｡
宏
に
本
油
田
の
油
層
系
の
代
表

的
柱
状
固
.fJ
し
て
西

バ
デ

エ
ヤ
地
方
の
も
の
を
掲
げ
て
置
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地

域

第
六
番

希
五
紙

宗

O

五
二

1
9
0
9
)

右
の
間
中
時
に
砂
岩
だ
し
て
書
き
現
は
せ
る
も
の
は
著
名
な
る
倉
抽
砂
岩
亡
し
て
'
地
方
に
由
か

掘
愚
技
術
者
に

由
-
命
名
さ
れ
た
る
特
殊
の
名
揮

d
r
iiler
's
n
am
e
を
有
っ
て
屠
る
｡

又
､
石
衣
暦
も
著
名
な
る
も
の
は
英
の
名
榊

を
書
き
表
は
し
遭
き
た
る
が
.
之
等

郭
厨
は
標
準
層

1.t
ey
b
ed

だ
も
て
石
油
掘
願
に
便
宜
を
輿
ふ
'
就
中
.
ピ
ッ

バ

ー
〆
石
衣
層
P

i
t
t
s

b
u
r
gh
coLl
i
は
贋
き
範
囲
に
宜
-
不
鍵
化
な
る
を
似
て
横
輩
厨
だ
し
て
最
も
良
-
利
用
さ
れ

て
屠

る
｡

ア
''1
レ

シ
ャ
高
原
の
地
質
構
造
を
概
言
す
れ
ば
'
東
方
ア
パ
レ
シ
ャ
山
脈
の
大
背
斜
ビ
西
方
'
シ
ン
シ
ナ
チ
大
背

斜
だ
の
問
に
横
は
れ
る

1
大
地
向
斜
を
成
す
地
酷
で
あ
る
.

而
し
て
該
大
地
向
斜
中
に
は
雄
多
の
小
背
斜
及
び
小
向

斜
が
形
成
さ
れ
て
居
る
｡

l
般
に
地
膚
の
樽
斜
は
極
め
て
段
に
し
て

7
哩
に
射
し
幾
沢
か
の
勾
配
を
算
し
得
る
程
度

で
あ
る
っ

石
油
は
右
に
述
べ
た
る
小
背
斜
の
頂
上
地
に
頂
上
に
近
き
裂
部

flan
k
に
集
概
し
て
居
る
の
が
普
通
で
あ
る
.
戟

か
し
将
に
は
鹸
水
の
秋
芝
に
由
て
小
向
斜
の
底
部
又
は
底
部
に
近
か
き
部
分
に
も
L集
積
し
て
屠
る
こ
と
を
散
見
す
る

斯
の
如
き
油
田
の
事
例
が
今
日
の
背
斜
説
を
生
ん

だの
で
あ
る
｡

本
油
田
の
大
地
向
斜
は
北
方
に
虞
-
､
南
に
趣
-
に
徒
て
爽
-
舟
状
を
な
す
を
以
て
.
中
央
部
に
上
部
の
地
層
横

は
り
田
園
に
向
つ
て
下
部

の地
層
を
露
は
し
,
.帥
川
は
北
方
に
は
贋
-
蓉
達
し
･
南
方
に
は
之
れ
に
反
す
る
如
三

股
の
状
勢
髪

不
し
て
居
る

｡

演
比
視

本
油
田
に
於
て
は
石
衣
ビ
石
油
.,IJ
が
同

i
厨
系
に
存
在
せ
る
を
似
て
.
地
貿
構
造
だ
石
炭
及
び
石
油
り



麺
苛
の
陶
係
を
研
究
し
-
石
衣
の
同
定t.戯
素
の
割
合
を
知
っ
て
石
油
の
存
否
或
は
其
の
多
少
を
知
ら
ん
だ
す
る
畢
説

が
即
ち
漠
比
説

C
arb
on
l･a
tio
th
e.r
y
で
あ
る
｡
春
説
は
背
斜
説
に
次
で
本
油
田
に
生
ま
れ
た
る
著
名
な
畢
説
に

し

て
,
創
案
者
は
現
倉
東
園
々
山7.1地
質
調
寵
桝
技
師
長
の
ホ
ワ
イ
ト

D
av
id
W
h
ite
で
あ
る
｡

ア
rr,
レ
シ
ャ
山
脈

舷
に
高
原
地
方
に
於
で
は
山
脈
地
方
の
勧
曲
の
激
し
き
部
分
に
在
る
石
衣
は
固
定
衣
素
に
富
み
.
或
は
顛
胴
衣
ど
な

れ
る
如
き
有
機
な
る
に
,
漸
次
西
方
に
焼
き
飯
曲
の
著
し
か
ら
ざ
る
方
面
に
趣
-
に
従

っ
て
存
在
す
る
石
衣
は
漸
次

に
固
定
衣
索
の
量
わ
･J減
じ
て
屠
る
革
質
を
謄
見
さ
れ
る
｡
斯
の
如
-
地
質
躍
動
が
石
衣
の
質
に
塵
化
を
伸
ば
す
な
ら

ば
'
同

小
骨
系
中
に
含
ま
る
ゝ
石
油
に
は
免
し
て
如
何
な
る
嘩
質
を
雄
だ
す
か
の
間
糟
を
捉
わ
た
る
が
ホ
ア
イ
J･
で

あ
る
｡

(Som
e

R
e
la
tio
n
in
O

T
igi
n
b
etw
e
e
n

C
o
a
l
&

P
etr
o
teum
･
W

a
s

hinLqtOn
A
c
a
d
･
S
c
i･
V
o
1
5
,

19151)
而
し
て
此
の
問
題
を
賞
地
に
研
究
調
査
し
た
八
は
同
調
査
所
披
帥
フ
ラ
ー

A
l
･

L･
F
Lliler
で
'
大
略
次
の

如
き
結
果
を
得
た
｡
(A
p
p
a
la
c
h
ian
O
il
B
eld.
G
e
o
1.

S
oc･
A
m
e

rica
B
u
11･)
V
.
)･
?
8
,
.)9
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固
定
炭
素
(
石
炭
)

七
〇
-
九
〇
%

六
〇
-
七
〇

五
五
-

六
〇

五

〇
J
LF蓋

石

油

及

び

瓦

斯

痕

跡

多
最
の
瓦
斯
並
に
少
畳
の
最
も
畔
き
石
油
(
ポ
ー
メ
四
五
度
以
ヒ

)

多
義
の
輝
男
の
石
油
(ボ
ー
メ
四
〇
-
四
五
度
)

此
陵
的
韮
肇
の
石
油
(
ボ
ー
メ
三

〇
-
四

〇
度
)を
座
す
.

即
ち
ア
･こ

シ
ャ
油
田
に
於
て
は
多
蓋
に
石
油
を
産
す
る
主
要
油
田
の
存
在
す
る
方
南
に
て
は
､
同

1
膚
系
の
石

淡
の
固
定
炭
素
は
五
五
1
六

〇
%
で
あ
る
｡
そ
の
方
面
よ
･e
東
方
に
向

へ
ば
漸
次
に
石
油

の慶
LH
少
な
-
克
斯
の
み

石
油
地
董

概
嬰

宗

一

五
三



地

球

第
六
怨

第
五
舵

責

二

五
四

の
産
出
笛
域
喋
大
し
て
居
る
｡
そ
し
て
督
時
に
石
炭
の
固
定
炭
素
も
其
の
制
令
を
増
し
て
居
る
｡
夏
に
親
方
に
向

へ

ば
石
油
も
瓦
斯
も
産
出
せ
ず
'
石
衣
は
固
定
衣
寮
を
増
加
し
､
同
時
に
地
膚
が
激
烈
な
る
硝
曲
を
な
せ
る
革
質
を
散

見
す
る
O
史
に
主
要
油
田
地
の
西
方

シ
ン
シ
ナ
チ
大
背
斜
方
面
に
至
れ
ば
国
定
茨
索
の
猿
少
}J
石
油
の
来
賓
}J
な
れ

る
事
薯
を
も
知
る
こ
yJ
が
出
蘇
る
｡

右
の
如
き
結
果
を
施
用
す
れ
ば
'
或
る
地
方
の
石
油
産
出
の
可
能
の
有
無
及
び
そ
の
程
度
は
､
其
の
地
層
中
の
石

衣
を
研
究
す
る
こ
E
に
由
て
'
大
略
推
定
し
得
る
わ
け
で
あ
る
.

或
る
地
方
の
各
所
に
産
出
す
る
石
浜
を
検
L
t
固
定
栄
泰
の
等
量
な
る
各
地
鮎
を
連
結
せ
る
般
を
等

揮

静

物

線

is
ov
o
〓
in
e
(li
n
e

of
equal
pe
r

centa
g
e
V
Olatite
m
atter
の
意
)
笠

石
ふ
｡
ア
4'.
レ
シ
ャ
地
方
に
で
は
等
揮
散
物

歳
の
分
布
は
明
白
に
多
産
油
地
.
克
斯
地

'
邦
産
油
地
等
の
笛
域
だ

7
致
し
て
居

る
｡
同
じ
-
フ
ラ
ー
の
研
究
に
成

れ
る
オ
ク
ラ
ホ
マ
油
田
に
於
て
も
､
其
の
線
の
分
布
は
同
様
に
賓
際
ど

i
致
し
た
結
果
を
現
は
し
て
屠

る
O
LC
a
rb
o
n

R
a
tio
s
in
C
ar
b

o
n
ifero
us
C
oa
ls
o
f
O
kla
h
o
m
a
&:
the山r
R
elatio
n
t9
P

etro
leu
m
･
E
co
n
･
G
eo
l.g
y
,

v
o
l.
tS
,
)

9

2

0

)

附
'
寒
武
剃
茸
暦
よ
り
出
る
瓦
斯

ア
4',
レ

シ
ャ
山
脈
の
北
方
'
ア
デ

p
ン
ダ
ッ
ク

A
d
iro
n
d
a
k
山
地
附
淀
の
前
案
武
利
並
の
花
崗
岩
並
に
結
晶
質

の
岩
石
の
上
に
緩
慢
な
る
畢
傾
斜
を
な

し
て
横
は
れ
る
中
部
塞
武
利
並
に
雷
る
ポ
ツ
ダ
ム
砂
岩

P
otsd
a
rn
sand･

s
to
n
e

中
に
屡

々
多
盛

の瓦
斯
を
産
出
す
る
事
が
あ
る
｡
本
砂
岩
は
衣
化
水
素
を
包
有
す
る
教
育
の
岩
石
な
る
を
以

て
.
樽
に
滋
に
附
記
し
た
次
節
で
あ
る
｡
同

一
暗
域
に
腰
す
る
北
部
紐
常
州

(P
e
ris
h

coullty,
N
ew
Y

or
k
)
に



ぎ

l一

て
ほ
本
砂
岩
yJ
≠化
尚
岩
E
の
墳
堺
に
鋸
か
-
部
分
に
多
慮
り
瓦
斯
を
塵
出
し
た
:
亡
が
あ
る
O

曲
の
如
き
一兎
斯
は
龍

叫岡
岩
}J
砂
岩
ど
の
不
整
合
の
浸
蝕
部
分
に
貯
増
さ
れ
た
も
の
だ
し
て
解
押
さ
れ
て
居
る
｡

2

尊
確
守
'増
ン
夢

ア
サ
L
inta･In
d
ia
n
a

油
田

(奥
陶
紀
犀
)

放
置
.
産
観
'
泊
革

オ
ハ
イ
オ
州
の
北
西
'

エ
リ
ー
潮
沿
岸
附
近
よ
り
イ

ソ
デ
ア
ナ
州
の
北
東
に
至
る
地
方
に

散
在
す
る
油
田
の
総
柄
に
し
て
延
長
二
五

〇
讐

幅
員
贋
き
部
分
に
於
で
二
〇
哩
で
あ
る
.
本
抽
出
に
は
石
油

の天

然
湧
出
全
-
無
-
･
オ

rl
イ
オ
州
の
フ
ヰ
ソ
ド

レ
-
F
indZay
な
る
町
の
附
妃
に
敬
出
せ
し
克
期
に
閑
静
の
端
緒
を

得
て
居
る
｡

石
油
の
産
出
は

一
八
五
八
年
以
後
な
る
が

7
九
二
四
年
迄
の
纏
産
額
は
四
六
五
二

八
五
'
0
0
0
両
に

し
て
ア
･,l
レ

シ
ャ

ン
油
田
の
約
三
分

T
に
償
っ
て
居
る
｡

1
八
九
六
年
は
産
額
の
極
限
に
し
て
二
五
､
二
五
〇
.0
0

0
覇
を
産
山
せ
L
も
.
現
在
は
非
常
に
裏

へ
'

1
九
二
四
年
に
は
二
三

八
八
p
O
O
C
噂
で
あ
る
｡
油
質
紘

.ハ
ラ

フ

ヰ

ソ
系
な
る
も
比
重
柑
々
重
-
ポ
ー
メ
三
五
度
.
硫
黄
の
合
有
が
多
い
｡

地
簡
及
鏑
原

本
油
田
の
糠
床
は
舗
床
畢
大
意
の
項
に
説
明
せ
し
如
-
奥
陶
紀
の
ト
レ

ン
ト
ン
石
次
薯
が
白
雲
岩

に
免
化
す
る

D
･l･
m
itizati.n
際
の
雌
鮪

ShriLll{a
g
e
に
原
関
す
る
孔
隈
を
貯
溜
所
だ
す
る

1
秤
特
殊
の
錬
床
で

あ
る
0
構
造
は
ア
｡=

シ
ャ
の
大
地
向
斜
S
南

方
に
横
る
シ
ン
シ
ナ
チ
C
in
c
in
nati大
曹
斜
の
頂
上
部
よ
-
酋
盟
に
於
け

る
小
擁
僻
の
部
分
に
集
積
し
て
居
る
0
石
油
の
最
も
多
-
貯
溜
せ
ら
る
､
部
分
は
ト

レ
ン
･L
ソ
石
磐

石
の
最
上
部
エ

ち

五

〇
沢
の
附
淀
の
部
分
で
あ
る
0

油
田

1
股

の地
質
は
上
部
に
は
志
留
利
亜
紀
の
貫
岩
及
び
石
衣
草

の
b
t
下
部
に
奥
陶
配
の
頁
岩
及
び
石
悪

石
が

石
油
地
質
単
機
嬰

薫
ハ
五

五
五



第
六
懸

.

第
五
班

員

抑

五
六

横
は

つ
て
居
る
｡
而
し
て
食
うIh
厨
な
る
ト

レ
ン
ト
ソ
石
灰
岩
の
上
部
に
は
厚
き
貢
岩
ゐ
-
て
完
蚤
な
る
湘
落
石
･,)
な

っ
て
屠
る
｡

左
に
地
府
の
代
表
的
柱
状
間
を
掲
げ
て
股
-
0
(O
h
io
G
e
o
Z･

Su
rvey
t888
)

3

中
部
オ
ハ
イ
オ
油
田

(志
留
利
更
紀
厨

)

位
置
'
産
額
'
措
置

オ

ハ
イ
オ

州
の
首
府

コ
ロ
ン
バ
ス
C
o
lu
m
bus
の
兼
南
十
数
哩
プ
レ

メ

ソ

B
rem
en
を
中
心
だ
す
る
油
ES
で
あ
る
的

ビ
し
て
は
石
弓th
の
産
出
区
域
は
釈
少
で
あ
る
｡

瓦
斯
産
地
ビ
し
て
は
中
央
オ

rT
イ
オ
州
に
精
々

菖 物 &,- Lt

eEo'oL,8r

C∠抽札∫/i.

J～JJI Ld_tTepkα.古e′
M¢山AJん.Jot

iI-i義 宵んもhLOJ

ヱow aムL

(〟"dSoiL)
轡

EdeLLLlq上は)
Sん 8oolJ

TverLfふ._~~え~或~~~~~~~~~~~
LTo'wep-五g

贋
-
密
透
し
て
居
る
｡
此
の
地
方
に
於
け
る
瓦
斯
の
産
出
は

1
八
八
七
年
に
和
ま
れ
る
も
'
石
油
は

7
八
八
九
年
に

瓦
斯
の
鱗
床
の

1
部
に
石
油
の
貯
溜
あ
る
こ
ど
な
蓉
札
し
た
の
に
初
ま
っ
て
居
る
｡
相
皆
の
油
塵
に
達
し
た
る
は

1

九

〇
E
i
q
以
後
の
こ
&/J
で
あ
る
｡
本
洲
田
は
ア
パ
ラ
シ
ャ
高
原
に
近
さ
亡
.
産
油
塵
の
僅
少
な
る
を
似
て
ア
fr1
レ
シ
ャ

油
田
に
令
排
し
て
取
扱
は
る
ゝ
故
.
現
在

に
て
は
産
箱
等
の
調
査
は
容
易
で
な
い
｡
現
在
の
年
産
額
は
宙
満
覇
位
だ

推
定
し
て
居
る
｡
本
油
凹
は
志
留
別
燕
紀
よ
-
石
油
を
慶
山
す
る
唯

l
の
約
円
な
る
を
以
て
小
油
田
な
る
に
不
的
樽

に
基
に
記
述
し
た
次
第
で
あ
る
O
油
肇
は
4',
ラ
フ
井

ソ
系
に
し
て
ポ

ー
メ
四
四
度
で
あ
る
｡

地
質
及
鐸
原

本
油
田tiの
倉
的
潜
は

一
名

ク
-
ソ
ト
ソ
砂
碧

C
tinton
sCTLnd
s
t
o
n
e

E
祁
せ
ら
れ
て
屠
る
｡
そ
は

本
油
田
の
野
見
さ
れ
た
常
時
'
其
の
油
層
を
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
層
群

N
iatqli･an
grOuP中
の
ク
-
ソ
ー

ソ
厨
に
対
比
す



ペ
-
も
の
･/J
仙州
側堺
を
典

へ
た
‥
"
に
原
関
し
て
屠
る
｡
A
I
H

に
於
て
は
ク

リ
ソ
･ト

ン
打勝
よ
-
下
方
の
メ
ダ
イ
ナ

1u
e

d
i
na
暦
中
の
砂
岩
で
あ
る
も
の
,,J
訂
正
さ
れ
た
が
'
其
の
名

は
従
姉
の
関
係
に
由
-
使
用
さ
れ
て
屠
る
｡
此
の
倉

帆

犀
の
名
桝
の
故
を
以
て
雌
の
池
田
を

1
名
'
ク

リ
ン
ト
ン
池
田
亡
も
云
ふ
｡
叉
.
志
留
利
亜
紀
に
屈
す
る
故
に

シ
ル

リ
ヤ
油
m
E
も
云
は
れ
'
オ

.T
イ
オ
州
に
あ
る
他
の
ア
パ
レ
シ
ャ
地
組
の
も
り
.
或
は
タ
イ

マ
｡
イ

ン
デ
ア
ナ
に
凝

す
る
も
の
}J
慣
別
し
て
居
る
｡
構
造
は
ア
パ
レ
シ
ャ
大
地
向
斜
中
の
小
背
斜
に
周
す
る
も
の
で
あ
る
｡

大
正
四
年
'
支
那
駅
西
省
の
油
田
を
調
査
し
た
る
今
苑
閉
T3rTL地
肇
尊
者

F
･
G
･
C
lapp
･
声

L
,
F
ulle!･
等
は

構
造
bl
舶
似
た
る
鮎
等
よ
-
'
駅
西
省
油
田
の
溝
雄
は
本
油
田
の
敬
展
程
度
に
比
較
す

べ
し
ビ
結
諭
し
た
る
は
面
白

き
革
質
で
あ
る
｡

左
に
代
表
的
の
地
贋
社
服
園
を
謁
ぐ
C

耶山

4

カ

ナ

ダ

油

田

(
拙
盆
紀
屈

)

位
置
'
産
額
'
婚
貰

カ
ナ
ダ
'
オ

ン
ク
リ
オ
州

O
ntairo
の

エ

リ
ー
湖

ビ
ヒ
エ
ロ
ン
渦

ST絹
に
常
･c
A
E
教
団
に
近
き
地
域
に
狭

小
な
る
小
油
凹
が
二
つ
あ
る
｡

北
方
の
も
の
正

べ
･･L
p
リ
ア
P
e
tr
｡-ia
油
田
に
し
て
南
方
の
も
の
は
.
オ
イ
ル
'
ス

ブ
-

ソ
グ

O
il
S
p
riコ
g
油
田
三

石
ふ
.
抑
者
の
間
は
僅
か
に
三
噸
し
か
距
た
っ
て
居
な
い
｡
前
者
は
細
長
に
し
て

幅
二
唾

'
長
さ
滋
-
六
榔
'
後
者
は
幅
十
町
p
長
さ

!r
哩
梓
で
あ
る
｡
此
の
二
つ
の
油
田
は
現
在
の
カ
ナ
ダ
に
於
け

る
産
油
々
田
の
凡
て
ゞ
あ
る
｡
其
の
成
功
は
ア
4',
レ
シ
ャ
舟-1
田
だ
大
苦
が
知

い
｡

一
九
二
四
年
の
産
楯
は

1
六
四
p

o
o
O
魔
で
極
め
て
雌
少
で
'
開
発
以
魂
の
傘
産
額
に
し
て
も
二
五
､
五
六
四
､
〇
〇
〇
覇
に
過
ぎ
な
い
0

本
油
田
は
油
田
だ
し
て
論
す
る
に
足
ら
な
い
群
小
軌
凹
な
る
も
二
郎
に
背
斜
説
の
項
に
説
明
せ
し
如
-
.

7
人
六

石
油
地
質
撃
梅
軍

票

訟

五
七



地

球

第
六
懸

第
五
餌

柔
i..'

五
八

1
年
皆
時
.
ス
テ
ア
-
1
t
.1
ソ
ト
が
ペ
ト
リ
ヤ
抽
出
を
研
究
し
て
'
背
斜
説
を
創
唱
し
セ
鮎
に
於
て
嘗
々
に
封
し

て
は
記
念
す

''(
き
仙
川
で
あ
る
｡
そ
の
故
を
似
て
'
か
-
ほ
此
鹿
に
姑
介
し
た
り
で
あ
る
0

地
質
及
構
造

本
油
田
地
は
全
部
'
氷
河
の
遺
留
物
を
似
て
覆
ほ
れ
て
居
る
故
･
地
盛
は
直
接
に
見
る
こ
と
は
出

凍
ぬ
｡
油
田
地
附
妃
の
堆
積
物
の
厚
さ
は
約
百
駅
に
逢
し
て
屠
る
.
此
の
堆
蔵
物
を
掘
婁
す
る
満
め
に
カ
ナ
ダ
式
だ

挿
す
る

1
補
の
婁
非
樺
が
考
盤
さ
れ
て
屠
る
｡
合
油
層
は
硯
盆
紀
の
オ
ノ
ン
ダ
ガ

O
nondaga
石
加
岩
に
倉
ま
れ

て
居
る
｡
此
の
石
衣
岩
は
多
孔
嚢
で
､
石
油
は
其
の
粒
間
の
孔
隙
に
教
浸
し
て
居
る
｡
雌
の
石
衆
岩
の
上
部
に
は
同

じ
-
泥
盆
紀
の

㌻

､
ル
ト
ン

H
a
m
ilt.n
ビ
翻
せ
ら
る
Ĵ
貢
岩
に
石
次
岩
を
挑
む
厚
き
暦
系
に
擾
ほ
れ
て
居
る
｡
構

造
は
爾
約
m
共
に
完
重
な
ド
ー
ム
状
を
な
し
て
屠
る
｡
左
に
代
表
的
地
質
柱
状
国
を
掲
ぐ
｡
(Cana
d
a
D
e
p
t.
m
ines

Sum
m
ar
y

R
ept･)

(未

完
)


